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PEGでわずか10％活性化され，それ以上のPEG濃度で
はわず’か抑制された．
　　4）MyosinのPEGによるturbidityの増大はイオン
強度が低いほど著しく，イオン強度が0．15以上ではその’増
大は認められなかった．これに対してmyosinの粘度は
0．2MKCI下でもPEGの添加により増大した．
　　5）G－actinの重合反応はPEGによりほとん．ど影響さ
れなかった．
　　6）PEGで’前処理したmyosinのMg升存在下の
ATPase活性は処理しないactinの添加によってきわめ
てわずか活性化された．これに対して処理しないmyosin
のATPase活性は，前処理したactinの添加により著明
に活性化され，対照の約60～70％に達した．
　　以上の成績から，PEGはtroponin－trQpomyosin　cGm－
plexならびにactinには作用せず，　myosinに作用する
．ことが示された．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和50．3．27受理）
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